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故ふ
る
さ
と郷
の
偉
人
を
温た

ず

ね
て
み
ま
せ
ん
か

　
盲
目
の
国
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
郷
土
の
偉
人
・
塙
保
己
一
。
大

き
な
業
績
の
一
つ
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
群
書
類
従
が
完
成
し
て
、

今
年
で
２
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
も
っ
と
語
り
継
い
で
欲
し
い
故
郷

の
偉
人
だ
か
ら
…
。
塙
保
己
一
を
温た

ず
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
世
の
た
め
後
の
た
め
』
塙
保
己
一
を
知
る

塙 

保 

己 

一 

年 

表

　
塙
保
己
一
は
、
１
７
４
６
年
５
月
５
日

に
現
在
の
児
玉
町
保
木
野
の
農
家
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
、７
歳
で
失
明
し
ま
し
た
。

15
歳
の
と
き
に
江
戸
に
出
て
、『
世
の
た

め
後
の
た
め
』
と
、
群
書
類
従
を
編
さ
ん

す
る
な
ど
、
国
学
の
発
展
に
大
き
な
業
績

を
残
し
て
い
ま
す
。

保
己
一
の
生
涯
が
学
べ
る
記
念
館

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
塙
保
己
一
記
念
館（
月
曜
日
休
館
）は
、

失
明
し
た
保
己
一
が
覚
え
て
い
た
と
い

う
、「
す
み
れ
の
紫
、
柚
の
黄
色
、
ほ
お

ず
き
の
赤
色
」
を
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
と
し
て

デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ワ
イ
エ
の
映
像
コ
ー
ナ
ー
で
、
保
己

一
の
生
涯
を
紹
介
す
る
映
像
資
料
が
視
聴

で
き
ま
す
。

　
映
像
資
料
で
学
ん
だ
後
は
、

い
よ
い
よ
展
示
コ
ー
ナ
ー
へ
。

順
路
に
従
い
進
ん
で
い
く
と
、

保
己
一
が
江
戸
に
出
る
と
き

に
大
切
に
持
っ
て
い
た
母
手
縫
い
の
巾
着

や
「
お
宝
箱
」
と
呼
ば
れ
る
着
物
な
ど
を

納
め
て
背
負
っ
た
木
製
の
素
麺
箱
、
群
書

類
従
や
和
学
講
談
所
の
関
係
資
料
な
ど
、

貴
重
な
資
料
や
保
己
一
愛
用
の
品
々
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

解
説
パ
ネ
ル
に
加
え
、
音
声
ガ
イ
ド
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
見
学
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
群
書
類
従
の
目
録
も
備
え
て
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い

る
か
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ホ
ワ

イ
エ
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
版
木
で
刷

り
た
て
し
た
群
書
類
従
を
手
に
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

夏
休
み
…
…
親
子
で
、

記念館で展示の群書類従

塙
保
己
一
記
念
館
と
座
像

旅立ちの朝像

令和元年８月１日号

保
己
一
ゆ
か
り
の
地
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か

一
七
四
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一
七
五
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七
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〇

一
七
六
一

一
七
六
三

一
七
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五
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七
八
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七
九
三

一
八
一
九
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記
念
館
で
学
ん
だ
あ
と
は
、
ゆ
か
り
の

地
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
記
念
館
か
ら
北
西
に
約
２
㎞
、
児
玉
町

保
木
野
３
２
５
番
地
に
は
保
己
一
が
生
ま

れ
た
国
指
定
史
跡
の
塙
保
己
一
旧
宅
が
あ

り
ま
す
（
個
人
所
有
の
住
宅
の
た
め
内
部

の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
旧
宅
の
西
に
は
、
保
己
一
の
墓
所
と
没

後
百
年
祭
記
念
碑
が
あ
り
、
塙
保
己
一
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
園
の
北
に
は
、
保
己
一
の
幼
少
時
代

の
遊
び
の
場
、
学
び
の
場
で
あ
っ
た
龍
清

寺
が
あ
り
ま
す
。
同
寺
に
は
三
日
月
不
動

が
あ
り
、
母
と
一
緒
に
毎
日
の
よ
う
に
お

参
り
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
玉
町
児
玉
に
あ
る
實じ

っ
そ
う
じ

相
寺

は
、
生
家
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
寛
政
12
年

（
１
８
０
０
）
に
保
己
一
が
両
親
の
戒
名

を
刻
ん
で
奉
納
し
た
燭し

ょ
く
だ
い台（
ロ
ー
ソ
ク
立

て
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
己
一
を
顕
彰
す
る
銅
像
は
、
記
念
館

の
南
に
総
検
校
塙
保
己
一
座
像
、
JR
本
庄

早
稲
田
駅
北
口
に
旅
立
ち
の
朝
像
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

時
間
に
余
裕
が
あ
る
方
は
、
東
京

ま
で
足
を
伸
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

東
京
都
渋
谷
区
に
あ
る
温
故
学
会
は
、

保
己
一
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
た
め
、
明
治

42
年
（
１
９
０
９
）
に
設
立
さ
れ
、
塙

保
己
一
史
料
館
に
は
群
書
類
従
の
版
木

（
１
７
２
４
４
枚
）
を
保
管
し
、
刷
り
た

て
を
行
う
と
と
も
に
、
一
般
に
も
公
開
し

て
い
ま
す
（
要
予
約
、
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
）。

ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
の
訪
問
や
温
故
学
会
の
設

立
当
時
の
様
子
、
版
木
を
今
に
伝
え
る
苦

労
話
も
伺
え
ま
す
。

埼
玉
ゆ
か
り
の
三
偉
人
の
つ
な
が
り

　
埼
玉
ゆ
か
り
の
三
偉
人
と
い
え
ば
、
塙

保
己
一
、
渋
沢
栄
一
、
荻
野
吟
子
で
す
。

　
荻
野
吟
子
は
日
本
最
初
の
女
医
と
し
て

有
名
で
す
が
、
保
己
一
が
復
元
し
た
『
令

義
解
』
と
い
う
古
代
の
律
令
（
法
律
）
の

解
説
書
に
女
性
医
師
の
規
定
が
書
か
れ
て

い
た
こ
と
に
よ
り
、
医
師
開
業
の
道
が
開

か
れ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
近
代
日
本
経
済
の
父
と
い
わ
れ

る
渋
沢
栄
一
は
、
保
己
一
の
顕
彰
と
版
木

の
保
管
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
栄

一
は
、
温
故
学
会
設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
あ
り
、
没
後
百
年
祭
記
念
碑
の
題
額
を

揮き
ご
う毫
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
偉
人
の
記
念
館
を
訪
れ
、

保
己
一
と
の
つ
な
が
り
を
調
べ
る
の
も
い

い
で
す
ね
。

５
月
５
日
、
武
蔵
国
児
玉

郡
保
木
野
村
（
現
児
玉
町

保
木
野
）
の
農
家
、
荻

野
宇
兵
衛
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。

幼
名
・
寅
之
助

肝
の
病
が
も
と
で
失
明
。

辰
之
助
と
改
め
る
。７
歳
。

江
戸
に
出
て
、
雨
富
検
校

の
門
人
と
な
る
。
15
歳
。

名
を
千
弥
と
改
め
る
。

雨
富
検
校
に
学
問
の
道
に

入
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
国

学
や
和
歌
を
学
ぶ
。

衆
分
と
な
る
。
名
を
保
木

野
一
と
改
め
る
。

勾
当
に
昇
進
。
雨
富
検
校

の
本
姓
で
あ
る
「
塙
」
を

称
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、

「
塙
保
己
一
」と
改
め
る
。

「
群
書
類
従
」
出
版
を
決

意
。
34
歳
。

検
校
に
昇
進
。

「
群
書
類
従
」
出
版
計
画

を
実
行
に
移
す
。
41
歳
。

我
が
国
最
初
の
国
学
の
専

門
機
関
「
和
学
講
談
所
」

を
設
立
。
老
中
松
平
定
信

に
よ
り
「
温
古
堂
」
と
命

名
さ
れ
る
。
48
歳
。

「
群
書
類
従
」完
成
。74
歳
。

総
検
校
に
な
る
。
９
月
12

日
死
去
。
76
歳
。

※歳は数え年

塙保己一旧宅 ▲母手縫い
　の巾着▲お宝箱

龍清寺三日月不動


